
【かかりつけ医では】

診療スケジュールが記載された「共同診療計画表」により，日々の

診察と投薬（処方）をしていただきます。

【市立旭川病院では】

節目（およそ３～１２ヶ月ごと）の診察・検査を行います。

【後遺症や社会復帰など】

手術して，ある程度の間は便秘ぎみになったり下痢気味になったり

しますが，多くの患者さまは自然に落ち着きます。症状が長く続く患

者さまでも整腸剤などの処方で改善できることがほとんどです。

お仕事についてはデスクワークならば退院後間もなく可能とおもわ

れます。開腹手術の患者さまは１ヶ月程度は力仕事をひかえて頂いて

います。

【今後のフォローアップ体制】

手術直後からの抗癌剤治療を行わない方針ですが，再発や転移のチ

ェックを定期的に行っていきます。そのための検査スケジュールと内

容・結果を患者さんとともに手術病院医師・かかりつけ医が情報共有

するための道具がこの手帳です。

もし検査で再発や転移が見つかった場合には手術病院医師と治療方

針について相談していただくことになります。

５年間を経過して再発や転移が起きなかった場合には「治癒」とみ

なします。

あなたの主治医の役割

大腸がんの手術を受けた後・・・



【がん相談支援センター】

診断や治療に関する相談，がんに対する不安や悩み，がん治療やセ

カンドオピニオン，緩和ケアなどに関する相談をお受けしております。

予約制ではありませんので，直接お電話，またはがん相談支援センタ

ーにお越しください。（場所：外来棟１階 医療相談室 電話０１６６

－２４－３１８１ 内線 ５３７２）

【医事相談窓口】

社会福祉制度の事務手続きや医療費助成を受けるための事務手続き

に関する相談をお受けしております。（場所：外来棟１階 医療相談室

電話 ０１６６－２４－３１８１ 内線５３０２）

【医療福祉に関する相談窓口】

退院後の療養に関する相談や転院・施設入所に関する相談，社会福

祉制度の利用に関する相談などをお受けしております。

（場所：外来棟１階 医療相談室 電話 ０１６６－２４－３１８１

内線５３０２）

【在宅療養に関する看護相談窓口】

退院後に傷やくだの手当てが必要，食事や生活の管理についての相

談，訪問看護を利用したいなどの相談をお受けしております。がん相

談支援センターか病棟，または外来看護師にお申出ください。
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